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研究成果の概要（和文）：本研究はアンプティサッカーを題材とした最新の先行研究を多領域にわたって調査
し、体力テストにおける定量的評価方法に関する知見を各種集約しフィジカル測定ガイドラインを作成した。ア
ンプティサッカー競技者を対象としたフィールドプレイヤーの障害クラスの精査とともに各種フィールドテスト
および競技中の移動様相と心拍応答に関する障害クラス別およびポジション別の分析を通じて適正なパフォーマ
ンスの参考値を取得し、アンプティサッカー競技者の二次障害の予防、基礎的な競技力の構築のためアンプティ
サッカー トレーニング・ガイドブックを作成した。

研究成果の概要（英文）：This study investigated the latest previous research on the subject of 
amputee soccer across multiple domains, and compiled various findings on quantitative evaluation 
methods in physical fitness tests to create physical measurement guidelines. The study examined the 
disability classes of field players in amputee soccer players, and obtained reference values for 
appropriate performance through various field tests and position-specific analyses of movement 
patterns and heart rate responses during competition by disability class and playing position, in 
order to prevent secondary disabilities in amputee soccer players and to build basic competitive 
performance. The amputee soccer training guidebook was developed to prevent secondary disabilities 
in amputee soccer players and to build basic competitive skills.

研究分野： アダプテッド・スポーツ

キーワード： アンプティサッカー　体力テスト　競技パフォーマンス　トレーニングガイド　障害レベル　大腿切断
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  ３版
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、アンプティサッカーをモデルに体力テストおよびトレーニングに関するノウハウを客観的指標に基づ
き有形化し、スポーツ医科学的視点を取り入れた競技普及に関する先進事例として研究成果を国内外へ還元し、
障害者サッカーをはじめ障害者スポーツの有機的な発展に寄与するものである。なお本研究で示した参考値は障
害クラスに応じた適正なパフォーマンスの基準として最適なプレーモデルおよびトレーニングプランの立案に使
用できる可能性が示唆される。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 
パラリンピックの開催を経験した英国、カナダ、オーストラリアは、パラリンピックを契機に

障害者スポーツの発展を内実ともに経験している。ところが、この卓越した障害者スポーツの発
展はブラジルなど他のパラリンピック開催国には継承されず、当該国のパラリンピアンやパラ
アスリートはその好機を逸している。国際大会を契機に形成された卓越的なトレーニングプロ
グラムやその貴重なノウハウを支える基盤となっているものを精査する必要がある。障害者ス
ポーツの先進国である英国において車椅子を用いた座位種目では、スポーツ医科学的視点をも
とに残存体力を評価するフィジカル測定ガイドラインや、競技レベル別のトレーニングプログ
ラムが作成されており、趣向に応じたトレーニングガイドラインが普及している。その点、我が
国においては主観および経験に基づく評価や指導が主流であり、スポーツ医科学的視点を取り
入れた競技普及は大きく立ち遅れている現状にある。そこで、パラスポーツのうち運動強度が高
いアンプティサッカーをモデルに実践的アプローチによって、障害者の多種多様な趣向に応じ
たトレーニングガイドラインの創出を目指す。本研究は、トレーニングに関するノウハウを客観
的指標に基づき有形化し、スポーツ医科学的視点を取り入れた競技普及に関する先進事例とし
て研究成果を国内外へ還元し、障害者サッカーをはじめ障害者スポーツの有機的な発展に寄与
するものである。 
 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、障害者の多種多様な趣向に対応するべく、①フィジカル測定ガイドラインを

作成のもと、②フィジカルテストを用いて障害クラス別の残存体力を定量的に評価し、③客観的
指標に基づく体力の維持および向上をはかるトレーニングプログラムに関する検討を通じて、
“トレーニングガイドライン”を創出することである。本研究の学術的独自性は、アンプティサ
ッカーをモデルにトレーニングに関するノウハウを客観的指標に基づき有形化する点に他なら
ない。また、スポーツ医科学的視点のもとトレーニングガイドラインを創出することにより、①
多種多様な趣向に応じたトレーニングの推進により、競技力向上や競技者数の増加といったア
ンプティサッカーの発展に寄与する点、②運動処方に関する参考値を得ることで二次障害の予
防や機能維持および回復といった臨床的基盤の形成に寄与する点は学術的創造性がある。なお
現在、国際アンプティサッカー連盟(World Amputee Football Federation)は、パラリンピック
の正式種目への参入を見据えて競技のさらなる普及と競技力向上のため、国際的に共通して行
えるトレーニングガイドラインを切望している。本研究はその切望に応えるものであり、本研究
の知見をまとめた英文小冊子を配布し研究成果を国際的に共有することを予定している。 
 
 
 
３．研究の方法 
【2019 年度】 
①アンプティサッカーを題材とした最新の先行研究を調査し、基礎体力および試合中の活動量

について示したデータをもとに競技者の体力的特徴を把握する。②世界トップクラスの実力を
誇るパラスポーツ先進国と連携し、当該国が実施しているフィジカルテストの内容とその活用
方法について現地調査を実施する。①②の研究成果をもとに、③簡便な用器具の使用で短時間に
多くの人数の計測が可能な実用性の高いフィジカル測定ガイドラインを作成する。④関東圏の
チームに所属している競技者 30 名を対象にプラクティカルテストを試用し、試用実態を振り返
り課題を修正しフィジカル測定ガイドラインを完成させる。 
 
【2020 年度】 
2020年 5月中旬の 2日間(夏季)および 11月下旬の 2日間(冬季)にて競技者 30名を対象にフィ

ジカルテストを実施する。実験に際して用いる測定項目および用器具は、2019 年度で作成され
た「フィジカル測定ガイドライン」に準拠する。フィジカルテストの測定項目については、アン
プティサッカーに必要不可欠となる持久力、上肢および下肢のパワー、スプリントスピード、ア
ジリティからなる 4項目とする。測定に際して、被験者が全力で試技を行えるよう測定環境を調
整およびサーフェスを統一する。試技順はランダムに 2 回ずつの実施から良い記録を測定値と
して採用する。なお測定に際しては、医科学的データの取得のため各項目のテスト記録とともに
生理的応答を記録する。生理的応答の記録にあたっては、ウェアラブル機器を用いて心拍応答
(T34; Polar 社製)、高強度身体活動量(SPI-HPU; GPSports 社製)を連続的に記録する。なお試技
の前後には血中乳酸濃度(Lactate pro-Ⅱ; Arkray 社製)と脱水量(;BC-705N;TANITA 社製)を計
測する。 
 



【2021 年度】 
①競技レベル別および障害レベル別にトレーニングプログラムを作成する。②作成したトレー

ニングプログラムを競技レベル別および障害レベル別に実施し、プログラム導入前後でのパフ
ォーマンスの相違について STEP 2 で行った実験内容および方法に準拠した実験を行いトレーニ
ングプログラムの有用性について検討する。③これまでに得られた知見を総合的にまとめトレ
ーニングガイドラインを創出する。 
 
４．研究成果 
 
【2019 年度】 
当該年度では、アンプティサッカーを題材とした最新の先行研究を多領域にわたって調査し、

フィールドテストにおける定量的評価方法に関する知見を各種集約するとともに、アンプティ
サッカー強豪国のうち三カ国をモデルケースとしてフィジカルテストの内容および実施状況に
ついて調査を実施した。両過程を通じてアンプティサッカー競技者(フィールドプレイヤー)を
対象とした「フィジカル測定ガイドライン」を制作し、研究成果の一部は総説論文として報告し
た。なお、アンプティサッカーの競技特性を考慮した「プラクティカルテスト」を思案し、国内
アンプティサッカーチームに所属する男性アンプティサッカー競技者複数名に対してプラクテ
ィカルテストを試用し、障害クラス別にみた残存体力の定量的評価に関する知見を蓄積し、次年
度に向けた研究課題の勘所を焦点化した。 
＊研究成果「Physical Fitness Measurement Items and Methods for Amputee Soccer Outfield 
Players」 
doi.org/10.14789/jmj.2020.66.JMJ19-P09 
 
 
【2020 年度】 
当該年度は、新型コロナウイルス(coronavirus disease 2019;COVID-19)の世界的大流行を受

け、令和 2 年以降、首都圏に対して新型コロナウイルス感染症緊急事態宣言が発令されるなど、
新型コロナウイルス感染症の感染拡大により実地試験の延期や中止が相次ぎ本研究計画におい
て予定していた測定の全部又は一部を予定通り実施することが実質的に困難となった。したが
って当該年度はこれまで蓄積していたデータをもとにアンプティサッカーの競技特性を考慮し
たアンプティサッカー競技者における方向転換走パフォーマンスと体格要因および体力要因と
の関係について検討したデータを公表した。なお、基礎疾患や重複障害のない被験者を対象に試
合中の競技パフォーマンスの一部を焦点的に測定し、次年度にむけた基礎的資料を蓄積した。 
＊研究成果「アンプティサッカー競技者における方向転換走パフォーマンスと体格・体力要因の
関係  
doi.org/10.5432/jjpehss.20077 
 
【2021 年度】 
当該年度はアンプティサッカー競技者を対象としたフィールドプレイヤーの切断レベルとポジ

ションをもとにフィールドテストおよび試合分析を通じて適正なパフォーマンスの参考値を取
得することを目的とした。フィールドテストには 20m sprint test と 20m W agility test を用
いた。試合分析として総移動距離、カテゴリー別の移動距離、加減速の頻度の測定は global 
positioning systems technology を用い、心拍応答の測定は short-range radio telemetry 
device を用いた。スプリントテストでは低レベル切断群が高レベル切断群よりも有意に速かっ
たがアジリティテストでは差はみられなかった。低レベル切断群は高レベル切断群よりも総移
動距離と sprinting の値が有意に高く、双方のグループともに総移動距離はフォワード、ミッド
フィルダー、ディフェンダーの順に有意に高くなる傾向がみられた。高レベル切断群では加減速
ともに後半は前半の頻度に比べ有意に低い傾向がみられた。≧95% HRmax の持続時間の割合では
全てのポジションで高レベル切断群は低レベル切断群よりも有意に高いことが明らかとなった。
示された参考値をもとに「アンプティサッカートレーニングガイドライン」を作成した。 
＊研究成果：「Suitable performance of outfield players in amputee soccer in terms of 
amputation level and playing position」 
doi.org/10.7600/jpfsm.11.197 
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